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● 2月の豪雪で損壊した農業生産施設の復旧・再建を
　 支援します....................................................... 2～3

● 第56回水道週間のお知らせ....................................4

● 下水道の適切な使用をお願いします........................5 上手にできるかな？
―第11回子どもフェスティバル―
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受
け
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
受
領
額
の
2
分

の
1
を
控
除
し
た
額
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
は
、
原
則
、
農
業
経
営
を

行
っ
て
い
て
、
今
後
も
営
農
を
続
け
る
意
思

が
あ
る
農
業
者
で
、
次
の
①
か
ら
③
の
要
件

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
（
家
庭
菜

園
や
自
家
消
費
の
場
合
は
対
象
外
）。

①
税
務
申
告
で
農
業
所
得
が
申
告
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

②
農
地
法
上
の
農
家
要
件
（
営
農
面
積
30

ａ
以
上
）
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

③
農
作
物
を
出
荷
・
販
売
し
た
際
の
証
明
、

ま
た
は
代
金
の
決
済
に
係
る
書
類
等
に

よ
り
、
営
農
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
で

き
る
こ
と
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費
は
、
農
産
物

の
生
産
に
必
要
な
施
設
の
再
建
・
修
繕
に

要
す
る
経
費
（
撤
去
費
、資
材
費
、工
賃
等
）

で
す
。

　

補
助
率
等
は
表
2
の
と
お
り
で
す
が
、

農
業
共
済
組
合
の
施
設
共
済
の
支
払
い
を

農
業
生
産
施
設
復
旧
・
再
建
の

支
援
策
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

２
月
の
豪
雪
で
被
災
さ
れ
た
農
家
の
皆
さ
ま
へ

　

2
月
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
の
降
雪

は
過
去
に
類
の
な
い
豪
雪
と
な
り
、
市
内

で
は
多
く
の
農
業
生
産
施
設
が
損
壊
す
る

被
害
が
出
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
市
で
は
農

林
課
内
に
専
門
の
窓
口
を
設
置
し
、
被
害

状
況
を
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
被
災

者
支
援
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
国
・
県
の
支
援
事
業
を
含

め
た
農
業
生
産
施
設
の
復
旧
・
再
建
に
対

す
る
支
援
策
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
農
家
の
皆
さ
ま
に

は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

補
助
内
容

○
補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
率
等

○
補
助
対
象
者

要　

件

（表 1）市内の被害状況（4月9日時点）

分　類 件　数

ハウス・建物 60 1

構造物
（果樹棚・人参小屋） 13

樹　体 4

計 61 8（注）

（注）被災農家戸数は305戸（約12ha）

（表 2）補助率等

区　分 補助率等

復旧・再建に要した経費
（原材料費、工賃等）

消費税を
除いた額の
90％以内

自力撤去 110円／㎡

※業者に委託して撤去した場合の補助率等に
ついては、農林課農政係へお問い合わせく
ださい。

補
助
を
活
用
し
、

　
農
業
経
営
を

　
　
継
続
し
ま
し
ょ
う
！
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補
助
金
の
事
務
は
、
下
図
に
示
す
順
の

と
お
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
被
災
さ
れ
た
農
家
の
皆
さ
ま
に

は
、
6
月
中
に
補
助
金
の
交
付
に
必
要
な

関
係
書
類
（「
交
付
申
請
書
」、「
実
績
報

告
書
」、「
補
助
金
交
付
請
求
書
」）
を
郵

送
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。

※
補
助
金
は
実
績
報
告
書
の
提
出
後
に
支

払
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
実
績
報
告

書
の
提
出
前
に
補
助
金
の
交
付
を
必
要

と
す
る
場
合
は
、
交
付
予
定
額
の
90
％

以
内
で
概
算
払
い
を
し
ま
す
（
残
り
の

額
は
、
実
績
報
告
額
に
基
づ
き
精
算
し

ま
す
）。
概
算
払
い
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
申
請
か
ら

支
払
い
ま
で
の
流
れ

復
旧
・
再
建
の
留
意
点

　

補
助
対
象
経
費
が
適
正
な
金
額
に
な
る

よ
う
、
原
則
3
者
以
上
か
ら
見
積
も
り
を

取
り
、
最
も
低
い
金
額
を
提
示
し
た
業
者

に
発
注
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
3
月
28
日
以
前
に
復
旧
・
再

建
が
完
了
し
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
見
積

額
が
著
し
く
低
額
な
場
合
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◦
施
設
の
被
害
状
況
を
ま
と
め
た
も
の

◦
作
業
従
事
者
の
名
簿
と
作
業
日
誌
（
復

旧
・
再
建
を
自
力
で
行
っ
た
場
合
）

◦
復
旧
・
再
建
の
前
後
の
状
態
が
確
認
で

き
る
写
真
（
日
付
入
り
）

◦
経
費
が
確
認
で
き
る
す
べ
て
の
書
類

　
（
見
積
書
、
発
注
書
、
契
約
書
、
請
求
書
、

領
収
書
等
）

※
交
付
申
請
書
ま
た
は
実
績
報
告
書
を
提

出
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

被
災
し
た
施
設
よ
り
も
規
模
を
拡
大
す

る
場
合
は
、
拡
大
し
た
部
分
が
補
助
金
の

適
用
外
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
著
し
く
施
設
の
強
度
を
高
め
る

場
合
も
補
助
金
の
適
用
外
に
な
り
ま
す
。

（
注
）
交
付
申
請
を
行
う
前
に
復
旧
・
債

権
に
着
手
し
て
も
、
平
成
26
年
2
月
14
日

以
降
で
あ
れ
ば
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

見
積
も
り
合
わ
せ（
３
者
以
上
）

が
必
要
で
す

関
係
書
類
を
保
管（
５
年
間
）

し
て
く
だ
さ
い

原
型
復
旧
を
超
え
る
経
費
は

補
助
金
の
適
用
外
で
す

こんな場合は、
  　ご相談ください！

●問い合わせ先
　農林課　農政係　☎64－5894

　契約書等により、貸借関係が証明で
きれば、施設の所有者に対し補助金を
交付します。

★貸借契約を結んでいる農業生産
施設を復旧・再建する場合

　施設の復旧・再建を行う目的で、農
協等の雪害対策資金、または農林漁業
セーフティネット資金や農業近代化資
金等の制度資金を借り入れている方に
は、可能な支援策をご案内します。

★復旧・再建費用を賄うため、金融
機関から融資を受けている場合

被害報告がお済みでない方は
早急に連絡をお願いします。

①
交
付
申
請
書
を
市
へ
提
出

（
7
月
中
旬
以
降
の
予
定
。
時
期
は
ハ
ガ
キ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

②
市
か
ら
交
付
決
定
通
知
が
届
く

③
復
旧
・
債
権
に
着
手
（
注
）

④
実
績
報
告
書
を
市
へ
提
出

⑤
市
か
ら
交
付
確
定
通
知
が
届
く

⑥
補
助
金
交
付
請
求
書
を
市
へ
提
出

⑦
市
か
ら
補
助
金
が
指
定
の
口
座
に

　

振
り
込
ま
れ
る

【復旧・再建前】 【復旧・再建後】

規模拡大した部分の 4 間（12 間− 8 間）が補助金の適用外になります。
詳しくは、農林課農政係へお問い合わせください。

農業生産施設
4 間 ×12 間 4 間 ×12 間

4 間 × 8 間 4 間 ×12 間

【
保
管
が
必
要
な
書
類
】
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水
道
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て

　
　
　
　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

～
６
月
１
日
か
ら
７
日
は
第
56
回
水
道
週
間
で
す
～

　

各
手
続
き
や
ご
相
談
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
に

給
水
を
行
う
水
道
事
業
体
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
は
、
次
の
3
つ
の
水
道

事
業
体
が
あ
り
ま
す
。

　

東
御
市
上
水
道
に
は
29
カ
所
の

水
源
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て

は
地
下
水
ま
た
は
湧
水
で
、
河
川

等
の
表
流
水
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
下
水
ま
た
は
湧
水
は
、
山
々

に
降
っ
た
雨
や
雪
が
長
い
年
月
を

か
け
て
地
下
に
浸
透
し
た
も
の
で
、

雑
菌
が
少
な
く
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
含

む
の
が
特
長
で
す
。
ま
た
、
こ
の

水
質
は
天
候
の
影
響
を
受
け
る
こ

と
が
少
な
く
、
年
間
を
通
じ
て
安

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
良
質
な
水
は
、
東

御
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
、
水
道
水
と
し
て

皆
さ
ま
の
元
へ
届
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

市
内
の
水
道
事
業
体

水
源
は
安
全・安
心
な

地
下
水
や
湧
水
で
す

東御市上水道

佐久水道企業団

小諸市外二市
御牧ヶ原水道組合

　
給
水
エ
リ
ア
：
旧
東
部
町
区
域

及
び
八
重
原

　
☎
64

－

５
８
８
４

　
給
水
エ
リ
ア
：
布
下
、
島
川
原
、

大
日
向
、
下
之
城

　
☎
０
２
６
７

－

62

－

１
２
９
０

　
給
水
エ
リ
ア
：
御
牧
原

　
☎
０
２
６
７

－

22

－

１
７
０
０

東
御
市
上
水
道
（
市
営
水
道
）

佐
久
水
道
企
業
団

小
諸
市
外
二
市
御
牧
ヶ
原

　
　
　
　
　
　
水
道
組
合

　

平
成
26
年
6
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
1
週
間
に
わ
た

り
、
第
56
回
水
道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
水
道
週
間
は
、
国
民
の
水
道
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、
水
道
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
国
や
県
、
市
町
村
の
水
道
事
業
体
等
に
よ
っ
て
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
国
で
様
々
な
広
報
活
動
等

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
水
道
週
間
の
テ
ー
マ
は
、「
お
い
し
い
な　

だ

い
じ
な
お
水　

ご
く
ご
く
り
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
私

た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
水
道
水
」
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲整備が進む西入浄水施設
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下水道のトラブルが増えています

　
近
頃
、
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
ス
ク
リ
ュ
ー
に
溶
け

な
い
紙
な
ど
の
繊
維
（
異
物
）
が
絡
ま
り
、
ポ
ン
プ
が
停
止
す
る

事
案
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ポ
ン
プ
が
停
止
す
る
と
汚
水
を
汲
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
各
家
庭
へ
の
逆
流
や
宅
内
配
管
か
ら
の
吹
き
上
が
り
の
ほ

か
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
の
汚
水
の
流
出
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　「
汚
い
も
の
が
目
の
前
か
ら
な
く
な
れ
ば
終
わ
り
」
と
い
う
安
易

な
考
え
か
ら
の
行
為
が
、
下
水
道
の
ト
ラ
ブ
ル
を
生
み
ま
す
。
正

し
い
使
い
方
を
守
り
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
快
適
に
保
つ
た
め

に
必
要
な
下
水
道
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。流していませんか？

こんな異物がマンホールポンプを停止させます

▲繊維状の異物が絡み付いて停止したマ
ンホールポンプ

▲圧送式マンホールポンプ（低地にあるマ
ンホール内の汚水を汲み上げる施設）

※便座等を拭き取ってそのまま流せる製品がありますが、素材が不織
布のものは絶対に流さないでください。

紐
ひも

や手ぬぐい等の繊維類、大量の髪の毛、
ウェットティッシュ、トイレ掃除用不織布※

★
キ
ッ
チ
ン
で
は

　
調
理
く
ず
や
残
飯
、
天
ぷ
ら
油
（
廃

油
）
等
の
生
ご
み
は
排
水
口
に
流
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

★
ト
イ
レ
で
は

　
水
に
溶
け
に
く
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
や
紙
お
む
つ
、
生
理
用
品
、
タ

バ
コ
、
ガ
ム
、
新
聞
紙
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
等
は
流
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

★
洗
面
所
・
洗
濯
場
・
お
風
呂
場
で
は

　
糸
く
ず
や
髪
の
毛
、
石
け
ん
等
の
固

形
物
は
排
水
ト
ラ
ッ
プ
を
用
い
て
取

り
除
き
ま
し
ょ
う
。

★
家
庭
の
排
水
設
備
で
は

　
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
シ

ン
ナ
ー
等
の
揮
発
性
物
質
と
、
バ
ッ

テ
リ
ー
液
等
の
酸
性
の
液
体
は
流
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
万
が
一
、
異
物
を
流
し
て
し
ま
っ
た
ら
上
下
水
道
課
下
水
道

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
上
下
水
道
課
　
下
水
道
係
　
☎
64

－

５
８
７
４

守
ろ
う！
下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

下水道に異物を
　　 流さないで！
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5
月
8
日
、
北
御
牧
地
区
の
新
た
な
地

域
づ
く
り
組
織
の
設
立
を
目
指
す
「
御
牧

ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
協
議
会
（
仮
称
）

設
立
準
備
会
」
が
発
足
し
、
初
会
合
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
地
区
に
お
け
る
新
た
な
地
域
づ
く
り

組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
昨
年
3

月
か
ら
「
北
御
牧
地
区
組
織
検
討
会
議
」

（
真さ

な

田だ

賢け
ん

一い
ち

郎ろ
う

議
長
）
が
全
12
回
に
及
ぶ

会
議
で
検
討
を
重
ね
、
さ
ら
に
は
地
区
内

に
あ
る
約
１
3
０
の
団
体
に
声
を
か
け
て
、

地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
体
制

案
（
上
図
）
を
ま
と
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
、
発
足
に
向
け
て
の
具
体
的
な
準
備
を

進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
よ
り
多
く
の
住

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
同
検
討

会
議
が
発
起
人
と
な
っ
て
設
立
準
備
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
準
備
会
は
、
同
検
討
会
議
の
委
員

を
務
め
た
方
の
ほ
か
、
地
区
区
長
会
が
推

選
す
る
方
や
各
種
団
体
の
代
表
者
を
含
む

41
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
会
合
の
中
で

真
田
賢
一
郎
さ
ん
（
常
満
）
が
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
合
で
は
今
後

の
活
動
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が

示
さ
れ
、
新

組
織
発
足
に

向
け
た
準
備

の
進
め
方
に

つ
い
て
活
発

な
議
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

祢
津
地
区
で
は
、
昨
年
8
月
に
発
足
し

た
「
祢
津
地
区
地
域
づ
く
り
研
究
委
員

会
」（
栁

や
な
ぎ

澤さ
わ

佑ゆ
う

三ぞ
う

委
員
長
）
が
、
地
域
づ

く
り
組
織
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
10
回
の
会
議
が
行
わ
れ
、
新
た

な
組
織
に
は
地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め

の
「
生
活
福
祉
」「
産
業
経
済
」「
教
育
文

化
」
の
3
つ
の
専
門
部
会
を
置
く
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
5
月
12
日
に
は
、

新
組
織
へ
の
参
画
が
想
定
さ
れ
る
各
種
団

体
へ
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
組
織
に
参
画
す
る
各
種
団

体
と
の
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
組
織
発

足
に
向
け
て
の
具
体
的
な
協
議
が
進
め
ら

れ
る
予
定
で
す
。

新
た
な
る
地
域
の
創
生
へ

～
小
学
校
区
単
位
の
地
域
づ
く
り
⑦
～

●
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
づ
く
り
支
援
室

　
☎
71

－

６
７
９
０

北御牧地区の新たな地域づくり組織の体制案
理 事 会

地域内の住民及び団体

地
域
づ
く
り
部
会

企
画
部

広
報
部

生
活
環
境
部
会

健
康
福
祉
部

地
域
環
境
部

産
業
経
済
部
会

農
業
部

商
工
観
光
部

ス
ポ
ー
ツ・文
化
部
会

文
化
部

ス
ポ
ー
ツ
部

青
少
年
育
成
部
会

青
少
年
育
成
部

企画・広報部会専門部会

　

市
で
は
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
組
織

発
足
に
向
け
て
の
事
務
支
援
等
を
行

う
、
祢
津
地
区
担
当
の
地
域
づ
く
り
支

援
員
1
名
を
4
月
1
日
か
ら
配
置
し
ま

し
た
。

　

支
援
員
は
、
祝
日
を
除
く
月
・
火
・

木
曜
日
（
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分
）
に
祢
津
公
民
館
に
駐
在
し
て
い

ま
す
。

祢
津
地
区
担
当

地
域
づ
く
り
支
援
員
の
紹
介

　

市
で
は
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
、
小
学
校
区
を
単
位
と
す
る
従
来

か
ら
深
い
つ
な
が
り
の
あ
る
区
域
に
お
い

て
、
区
を
越
え
た
連
携
に
よ
り
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

住
民
自
ら
が
担
う
「
小
学
校
区
単
位
の
地

域
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
域
づ
く
り
組
織
の
立
ち
上

げ
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
北
御
牧
地
区

と
祢
津
地
区
の
進
捗
状
況
を
お
伝
え
し
ま

す
。

地
域
づ
く
り
組
織
の

設
立
準
備
会
が
発
足

北
御
牧
地
区

各
種
団
体
へ
の
説
明
会
を
開
催

祢
津
地
区

地域づくり支援員
〈祢津地区担当〉

小
こ

山
やま

　忠
ただ

範
のり

（西宮）
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⑴　

提
出
書
類

　

①
採
用
試
験
受
験
申
込
書（
本
人
直
筆
）

　

②
履
歴
書（
総
務
課
で
交
付
す
る
も
の
）

　

③
写
真
2
枚
（
上
半
身
・
脱
帽
・
正
面

向
き
・
縦
40
㎜
×
横
30
㎜
で
3
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
を
申
込
書
及

び
履
歴
書
に
貼
付
）

　

④
国
家
資
格
証
明
書
の
写
し
（
保
健
師

の
み
）

⑵　

申
込
用
紙
の
請
求

　
　

申
込
書
及
び
履
歴
書
は
、
市
総
務
課

に
直
接
請
求
す
る
か
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
（
Ａ
4
サ

平
成
26
年
10
月
採
用
予
定

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
総
務
係
　
☎
64

－

５
８
７
６

イ
ズ
の
普
通
紙
に
片
面
印
刷
）
し
て
お

使
い
下
さ
い
。

⑶　

受
付
期
間

　
　

平
成
26
年
6
月
10
日
（
火
）
か
ら
6

月
25
日
（
水
）
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

締
切
日
当
日
の
消
印
有
効
）

⑴　

試
験
日　

平
成
26
年
７
月
中
旬

⑵　

場　
　

所　

東
御
市
役
所

⑶　

試
験
内
容　

筆
記
試
験
、
面
接
試
験

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
配
布
の
採
用
試
験

要
領
ま
た
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
採
用
予
定
人
員
／
受
験
資
格

２
申
込
方
法

３
採
用
試
験

試
験
区
分

採
用
予
定
人
員

受
験
資
格
等

上
級
土
木

（
社
会
人
枠
）

若
干
名

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
４
年
制
大
学
の
土
木
課
程

を
卒
業
し
、
民
間
企
業
等
の
経
験
が
通
算
５
年

以
上
あ
る
人

保
健
師

若
干
名

保
健
師
の
資
格
を
有
し
て
い
る
人

　

4
月
21
日
、
市
環
境
保
全
監
視
員
の
委

嘱
式
を
市
役
所
で
行
い
、
13
名
に
委
嘱
書

を
交
付
し
ま
し
た
。

　

環
境
保
全
監
視
員
と
は
、
市
の
環
境
に

関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
市
長
が

委
嘱
す
る
市
民
の
代
表
で
、
環
境
保
全
の

た
め
の
監
視
や
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
委
嘱
し
た
13
名
の
監
視
員
の
任

期
は
、
平
成
26
年
4
月
21
日
か
ら
平
成

28
年
3
月
31
日
ま
で
。
主
に
河
川
等
の

汚
染
や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
防
止
す

る
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ
か
、
汚
染

源
の
調
査
及
び
観
察
な
ど
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
す
。

環
境
保
全
監
視
員

委
嘱
式
を
行
い
ま
し
た

　岩
いわ

下
した

欣
よし

弘
ひろ

委員の任期満了に伴い、
新しい教育委員に直井良一さんを
5月19日付けで任命しました。任
期は、平成26年5月19日から平成
30年5月18日までの４年間です。
　また、臨時教育委員会が同日に
開かれ、下

しも

村
むら

征
せい

子
こ

委員長が再任さ
れたほか、小

こば

林
やし

経
つね

明
あき

委員が委員長
職務代理者に指名されました。

新　教育委員

直
な お い

井　良
りょういち

一（大日向）

教育委員の異動を
お知らせします
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平
成
25
年
度
分
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
と
講
評
を
紹
介
し
ま
す
。

　

4
月
19
日
に
、
分
館
活
動
の
一
層

の
推
進
を
目
的
に
、
恒
例
の
分
館
長

研
修
会
を
新
設
し
た
講
義
室
で
行
い

ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
本
年
度
の
市
文
館

長
会
の
役
員
体
制
と
し
て
、
会
長
の

斎さ
い

藤と
う

節せ
つ

夫お

さ
ん
（
日
向
が
丘
）、
副

会
長
の
荒あ

ら

井い

哲て
つ

雄お

さ
ん
（
県
）、
市い

ち

川か
わ

守も
り

男お

さ
ん
（
桜
井
）、
倉く

ら

嶌し
ま

和か
ず

行ゆ
き

さ
ん（
伊
勢
原
）、吉よ

し

田だ

国く
に

男お

さ
ん（
田

楽
平
）
の
5
名
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関せ

き

文ふ
み

彦ひ
こ

公
民
館
長
が
「
公

民
館
は
地
域
の
茶
の
間
」
と
題
し
て
、

分
館
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
の
心

構
え
や
注
意
点
、
ま
た
分
館
報
作
成

の
工
夫
、
地
域
の
活
性
化
の
観
点
、

人
集
め
の
工
夫
等
に
つ
い
て
講
義
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
25
年
度
の
分
館

報
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
も
行
い
、「
見

出
し
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
が
見

受
け
ら
れ
た
」、「
広
告
風
な
お
知
ら

せ
や
地
域
の
話
題
な
ど
内
容
の
工
夫

が
さ
れ
て
い
た
」、「
手
書
き
の
部
分

に
温
か
み
が
出
て
い
た
」
等
の
全
体

講
評
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

受
賞
分
館
の
個
々
の
紹
介
に
つ
い

て
は
上
段
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

全
体
会
に
引
き
続
き
地
区
毎
の
打

ち
合
わ
せ
会
を
開
き
、
本
年
度
の
年

間
計
画
や
、
早
速
行
わ
れ
る
分
館
対

抗
球
技
大
会
の
準
備
、
分
担
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
本
年
度
の
分
館
活
動
が

始
ま
り
ま
す
。
各
分
館
の
特
色
を
生

か
し
、
活
発
な
分
館
活
動
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

分
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
分
館

分
館
長
研
修
会

▲分館報コンクール受賞分館

編集●生涯学習課　生涯学習・スポーツ係　☎64－5885

白
黒
だ
が
、紙
面
、内
容
と
も
に
ま
と
ま
っ

て
い
る
。行
事
等
も
良
く
取
り
入
れ
て
お

り
、構
成
が
良
い
。

★
最
優
秀
賞　

片
羽
分
館

写
真
も
大
き
く
、参
加
者
が
良
く
わ
か
り
、

内
容
も
良
い
。

☆
入
賞　

中
屋
敷
分
館

編
集
内
容
、構
成
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
。紙

面
を
大
き
く
使
っ
て
い
て
読
み
や
す
い
。

☆
優
秀
賞　

田
中
分
館

見
出
し
や
写
真
配
置
に
工
夫
が
あ
り
、全

体
的
な
構
成
も
良
い
。

☆
入
賞　

姫
子
沢
分
館

区
の
話
題
が
豊
富
で
、紙
面
の
ま
と
ま
り

（
バ
ラ
ン
ス
）が
良
い
。ま
た
事
前
周
知
が

良
い
。

☆
優
秀
賞　

海
善
寺
北
分
館

写
真
、文
字
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、全
体
的

な
構
成
も
良
い
。

☆
入
賞　

御
牧
原
南
部
分
館

（2014年 6月）市報とうみ 8



く
お
ぼ
え

る
写
真
講

座
、
盆
栽

講
座
を
開

設
し
ま
し

た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
講

座
の
開
講
式
を
4
月
16
日
に
行
い
、

平
日
昼
の
部
、
平
日
夜
の
部
、
土
日

の
部
、
合
計
31
の
講
座
が
始
ま
り
ま

し
た
。
延
べ
参
加
人
数
は
３
０
２
人

に
な
り
ま
す
。

開
講
式
に
は
１
４
０
人
余
の
受
講
生

が
出
席
し
、
26
年
度
の
講
座
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

4
月
20
日
に
生
涯
学
習
講
座
の
開

講
式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
折
し

も
桜
が
満
開
と
な
り
、
受
講
者
の
気

持
ち
も
晴
れ
晴
れ
と
し
た
様
子
で
し

た
。
和
小
学
校
の
校
庭
か
ら
和
公
民

館
に
か
け

て
は
、
素

晴
ら
し
い

桜
の
名
所

で
す
。
来

年
は
是
非

お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

　

4
月
25
日
、
北
御
牧
公
民
館
に
お

い
て
生
涯
学
習
講
座
の
開
講
式
を
行

い
ま
し
た
。
本
年
は
脳
ト
レ
麻
雀
講

座
を
は
じ
め
、
14
講
座
を
実
施
し
、

１
８
１
名
の
方
々
が
受
講
し
ま
す
。

北
御
牧
地
区
で
は
本
年
新
た
に
、
伝

統
食
・
行
事
食
を
訪
ね
る
会
、
楽
し

　

１
月
13
日
、
凍
て
つ
く
冬
の
寒
空
、

冬
の
星
空
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
ス

バ
ル
は
肉
眼
で
は
5
～
7
個
の
星
雲

の
集
ま
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
天
体

望
遠
鏡
で

覗
く
と
、

な
ん
と
数

十
個
の
青

白
い
星
の

数
が
見
え

ま
し
た
。

皆
感
激
！

　

祢
津
公
民
館
で
は
、
本
年
度
も
24

の
講
座
を
開
設
し
、
延
べ
２
８
７
名

の
皆
さ
ん

か
ら
受
講

の
申
込
み

が
あ
り
ま

し
た
。

　

4
月
24

日
に
祢
津

公
民
館
で

開
催
し
た

生
涯
学
習
講
座
が
開
講

祢
津
地
区

生
涯
学
習
講
座
開
講
式

北
御
牧
地
区

生
涯
学
習
講
座
開
講

中
央
公
民
館

生
涯
学
習
講
座
開
講
式

和
地
区

Ｑ▶	中央公民館の予約方法は？
Ａ▶	予約は以下の手順でお願いします。
	 ①中央公民館の窓口で、使用簿にご希望の時間と

団体名を記入します。
	 ②次に、使用許可申請書に必要事項を記入し、窓

口に提出します。

【注意事項】
◦電話での予約はできません。
◦使用簿は、1階と2・3階で別冊子になっています。
冊子の取り違えに注意し、予約状況を確認してくだ
さい。
◦予約には、上記の①と②の両方が必要です。
◦使用料減免の可否を判断するため、必ず団体の正式
名称を記入してください。
◦開館時間は平日が8時30分～ 22時、土日祝日が9時
～ 22時です。

環境は心を変える
　「まあ、綺麗になりましたね。」「明るくなった
ね。」来館者の皆さんの声です。先月、講義室で
研修会を開きました。150名収容人員のところ、
100名の参加者で会場が埋まりました。明るく、
音響が良く、お互いに顔が見える。この様な環境
で研修会が出来ることに感謝の声がありました。
また、講座で来館された方からは、「各学習室が
明るく、活動しやすい」、「開放感がある」、「設備
も一新され使いやすい」等の声が聞かれます。リ
ニューアルされた環境で、「心豊かに」を願い、中
央公民館を利用していきましょう。

公
民
館	

Ｑ
＆
Ａ

地
区
公
民
館
の
活
動

４
０
０
光
年
先
のスバ

ル
の
観
察

滋
野
地
区

公民館長のねがい

今後の催し物の案内
6月08日㈰	 分館対抗スポーツ大会
	 	 （滋野地区）
6月29日㈰	 　　〃	 （和地区）
7月06日㈰	 　　〃	 （田中地区）
7月13日㈰	 　　〃	 （祢津地区）
7月27日㈰	 　　〃	 （北御牧地区）
8月15日㈮	 成人式	 （市文化会館）

市報とうみ（2014年 6月）9



誕生日おめでとう！（6月生まれ）

（対象者 7月生まれの3歳まで）
　写真（うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名（ふりがな）・
生年月日・性別・TEL・コメント50字程度を添えて、企画財政課広報
担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねま
す。なお、紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承ください。
　締め切りは、6月10日（火）必着。締め切りを過ぎたものについ
てはいかなる場合も受け付けられませんので、ご了承ください。

☆募集します！！☆

武
む

舎
しゃ

　暖
はる

士
と

くん（田沢）
（１歳、H25. 6.22 生）

岩
いわ

下
した

　航
こう

大
た

くん（加沢）
（１歳、H25. 6.28生）

平
ひら

澤
さわ

　悠
ゆう

太
た

くん（田中）
（２歳、H24. 6.15 生）

小
こばやし

林　駿
はや　と

斗くん（田中）
（２歳、H24. 6.20 生）

中
なか

澤
ざわ

　瞬
ま

弘
ひろ

くん（田中）
（３歳、H23. 6.11生）

小
こばやし

林　悠
ゆう　か

佳ちゃん（片羽）
（３歳、H23. 6.14生）

倉
くら

島
しま

　悠
ゆう

誠
せい

くん（常田）
（３歳、H23. 6.26 生）

尾
お

山
やま

　樹
いつき

くん（上八重原）
（３歳、H23. 6.27生）

　はーちゃん★お誕生日おめでとう　
はるのほのぼのとした笑顔にみんない
つもいやされてるよ。大好きなにぃに
といつまでも仲良くね♥

　日々、出来ることが増えいつもお
姉ちゃんとコラボして笑わせてくれる
ね♥大好きなごはんをイッパイ食べて
大きくなぁ～れ　お誕生日おめでとう
★★

　２歳のお誕生日おめでとう★自分で
やりたいが増え、言葉もたくさん出て
きたね。食欲旺盛で活発な悠ちゃんが
大好きだよ♥

　２歳のお誕生日おめでとう♥歌をう
たったり踊ったり、上手にお話しもで
きるようになってきたね。これからも
笑顔いっぱい元気に大きくなあれ！！

　３歳の誕生日おめでとう♥まひろは
車や電車が大好きで歌も大好きで毎
日パパとママはまひろと一緒で幸せで
す。すくすくお野菜たべて大きくなぁ
れ♥

　Happy	Birthday ♥ニコニコ笑顔
で優しい悠佳がみんな大好きです。元
気いっぱいすくすく育ってネ♥。

　悠誠！３歳のお誕生日おめでとう♥
照明と歴史が大好きでいつも教えてく
れるね。これからも悠誠の成長が楽し
みだよ！

　♥３歳おめでとう♥まんまる赤ちゃ
んだった樹がいつのまにか３歳！！弟
大好きで優しいお兄ちゃんになりまし
た！！元気モリモリ、笑顔いっぱいの
樹、生まれてきてくれてありがとう♥
♥♥

（2014年 6月）市報とうみ 10



　

最
近
は
、
私
と
子
ど
も
た
ち
の

3
人
で
公
園
に
行
っ
て
、
氷
鬼
を

し
て
遊
び
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
楽
し
そ
う
に

は
し
ゃ
い
で
走
り
回
り
ま
す
。
私

が
思
っ
て
い
た
よ
り
子
ど
も
た
ち

の
足
が
速
く
て
、
追
い
つ
く
の
が

大
変
で
す
。
私
に
と
っ
て
も
、
良

　
今
回
は
、
和
保
育
園
の
山や

ま

浦う
ら

陽ひ

菜な

ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
に
、
家
庭

で
の
様
子
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

い
運
動
に
な
り
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
は
鬼
に
な
る
だ
け
で

泣
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
鬼

に
な
っ
て
も
め
げ
る
こ
と
な
く
、

相
手
を
捕
ま
え
よ
う
と
一
生
懸
命

走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
毎
日
私
と
お
風
呂
に

入
り
、
保
育
園
で
の
様
子
な
ど
を

話
し
ま
す
。
と
て
も
楽
し
く
幸
せ

な
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

親
子
で

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

家
庭
で
は
ど
ん
な
遊
び
を

し
て
い
ま
す
か
？

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

た
め
に
、
ほ
か
に
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
？

遊
ん
で
い
る
と
き
の

　
お
子
さ
ん
の
様
子
は

ど
う
で
す
か
？

遊
び
を
通
し
て
お
子
さ
ん
の

　
成
長
を
実
感
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

や
横
浜
へ
修
学
旅
行
に
行
き
ま
す
。

　

私
達
は
、
こ
れ
ま
で
事
前
学
習

を
し
て
き
ま
し
た
。
国
会
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
、
国
立
科
学
博
物
館

や
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
行

動
予
定
な
ど
を
計
画
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
私
は
、
友
達
と
初
め
て

東
京
方
面
に
行
き
ま
す
。
八
景
島

シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
行
く
こ
と
が

一
番
の
楽
し
み
で
す
。
私
は
、
班

長
で
す
。
班
員
全
員
が
し
っ
か
り

と
勉
強
で
き
て
楽
し
い
修
学
旅
行

に
な
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。
で

は
、
行
っ
て
き
ま
す
。

　

剣
道
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
は
、
私

に
と
っ
て
大
切
な
存
在
で
す
。
わ

ず
か
○
・
○
七
秒
の
世
界
。
一
秒

に
も
満
た
な
い
世
界
で
い
つ
も
勝

敗
が
決
ま
り
ま
す
。
と
て
も
「
油

断
」
と
は
言
え
な
い
少
し
の
気
の

ゆ
る
み
さ
え
、
命
取
り
と
な
る
。

そ
の
よ
う
な
世
界
で
す
。

　

私
は
今
、
県
大
会
を
目
指
し
て

稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
私
に
は

姉
が
二
人
い
ま
す
。
二
人
と
も
剣

道
を
習
っ
て
い
て
、
そ
し
て
県
大

会
に
出
て
い
ま
す
。「
私
に
だ
っ

て
行
け
る
！
」
と
い
う
意
地
と
二

人
を
超
え
た
い
と
い
う
願
望
と
新

人
戦
の
再
挑
戦
と
い
う
三
つ
の
意

味
が
「
県
大
会
出
場
」
に
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

残
り
一
カ
月
と
少
し
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
び
、
教
わ
っ
た
部

活
も
も
う
す
ぐ
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
簡
単
に
行
け
る
ほ
ど
県
大

会
は
甘
く
な
い
。
上
小
・
東
信
大

会
を
勝
ち
抜
い
た
者
だ
け
が
行
け

る
場
所
。
今
は
ま
だ
未
熟
で
行
け

る
確
率
も
低
い
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
辛
く
苦
し
い
稽
古
に
も
屈
し

な
い
、
強
い
相
手
に
も
挑
ん
で
い

く
勇
気
、
誰
よ
り
も
折
れ
な
い
不

屈
の
心
を
持
た
な
け
れ
ば
行
け
ま

せ
ん
。

　

今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
、
こ
れ
か

ら
学
ぶ
こ
と
、
今
の
自
分
を
超
え
、

最
後
の
本
大
会
、
笑
顔
で
終
わ
れ

る
よ
う
に
自
分
の
力
を
出
し
切
り

ま
す
。

　

私
達
六
年
竹
組
は
、
先
生
が

か
わ
り
ま
し
た
。
五
年
生
の
時

は
、
望
月
秀
明
先
生
が
担
任
で
し

た
。望
月
先
生
は
、お
も
し
ろ
く
っ

て
温
か
い
先
生
で
し
た
。
六
年
生

の
担
任
の
先
生
は
、
中
野
裕
顕
先

生
で
す
。
望
月
先
生
と
友
達
だ
そ

う
で
す
。
二
人
が
知
り
合
い
で
良

か
っ
た
で
す
。

　

中
野
先
生
も
望
月
先
生
も
優
し

い
先
生
で
よ
か
っ
た
と
心
か
ら

思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
、
和
小
学
校
六
年
生
は
、

五
月
二
十
日
、
二
十
一
日
と
東
京

先
生
が
か
わ
っ
て

和
小
学
校
六
年

古こ

室む
ろ　

実み

夢ゆ

私
の
信
念

北
御
牧
中
学
校
三
年

小こ

宮み

山や
ま　

芙ふ
み

修
学
旅
行
に
向
け
て

和
小
学
校
六
年

邊へ
ん

見み　

紀の
り

香か
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平
成
26
年
度
の
第
一
回
人
権
同
和
教
育

指
導
委
員
会
が
、
4
月
14
日
東
部
人
権
啓

発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
研
修

を
兼
ね
て
本
年
度
の
計
画
が
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。
10
名
の
指
導
委
員
の
主
な
仕
事

は
、
各
区
に
出
向
い
て
の
「
人
権
啓
発
学

習
会
」で
の
助
言
等
や
市
報
と
う
み
の「
心

の
眼
」
の
執
筆
・
各
種
研
修
会
や
大
会
へ

の
参
加
等
で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
人
権

啓
発
学
習
会
へ
の
参
加
者
は
大
変
少
な
く
、

是
非
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
一
生
懸
命
書

い
た
「
心
の
眼
」
も
あ
ま
り
読
ま
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
気
に
な
り
ま
す
。

　

人
が
人
と
し
て
生
き
る
上
で
最
も
大
切

な
も
の
の
一
つ
に
「
人
権
」
が
あ
り
ま
す
。

人
権
と
は
「
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ

て
い
る
生
命
・
自
由
・
名
誉
な
ど
に
関
す

る
権
利
」
と
辞
書
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

ご
自
分
の
人
権
の
み
な
ら
ず
他
人
の
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
が
人
と
し
て
究
極
の
目

標
で
す
。
ど
ん
な
に
社
会
的
に
名
声
の
高

い
人
で
も
「
人
権
」
の
二
文
字
が
欠
落
し

て
い
た
ら
人
々
に
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
い
や
む
し
ろ
大
き
な
批
判
を
あ
び
る

事
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

私
達
の
身
の
回
り
で
は
毎
日
の
様
に

様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
振

わ
し
、
人
々
の
耳
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

溢
れ
る
ば
か
り
の
情
報
が
次
か
ら
次
へ
と

飛
び
か
い
そ
し
て
忘
れ
去
ら
れ
て
ゆ
き
ま

す
。

　

し
か
し
「
人
権
」
や
「
差
別
」
に
関
わ

る
問
題
は
人
々
の
心
の
奥
深
い
所
に
存
在

し
て
お
り
ま
す
。
人
と
し
て
人
格
の
完
成

に
、
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
得
違
い

で
人
の
心
を
深
く
傷
つ
け
て
し
ま
う
「
両

刃
の
剣
」
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

出
来
る
こ
と
な
ら
そ
の
問
題
に
は
触
れ
た

く
な
い
と
い
う
心
理
が
何
処
か
に
潜
ん
で

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
問
題
を
避
け

る
理
由
と
し
て
「
今
の
世
の
中
に
差
別
な

ん
て
な
い
で
し
ょ
う
」「
私
は
そ
ん
な
差

別
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
」「
差
別
と
か
部

落
と
か
騒
ぎ
た
て
る
か
ら
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
差
別
が
な
く
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
言
う
意
見
を
よ
く
聞
き

ま
す
。
誤
っ
た
事
実
や
偏
見
を
知
ら
ず
知

ら
ず
の
内
に
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
を
自

覚
し
て
い
な
い
の
で
す
。「
差
別
の
実
態

を
知
ら
な
い
」
と
言
う
こ
と
と
「
差
別
は

な
い
」
と
言
う
こ
と
と
は
違
う
の
で
す
。

（121）

自
ら
を
見
つ
め
て

　〜
人
権
啓
発
学
習
〜

お
お
に
し

み
ち
お

人
権
同
和
教
育
指
導
委
員

大
西

　道
夫

　

私
達
の
東
御
市
で
も
残
念
な
が
ら
差
別

事
象
が
起
き
て
い
ま
す
。
部
落
差
別
は
決

し
て
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
一
部
の

心
な
い
人
た
ち
の
心
の
中
に
厳
然
と
し
て

残
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
一
昨
年

も
東
部
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
に
同
和
地
区

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
か

か
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
中
の
差
別
心

に
気
づ
か
ず
に
聞
い
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　

本
年
は
田
中
地
区
・
北
御
牧
地
区
・
祢

津
地
区
の
各
区
公
民
館
に
お
い
て
「
人
権

啓
発
学
習
会
」
を
行
な
い
ま
す
の
で
ひ
と

り
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
人
権
同
和
教
育

指
導
委
員
を
紹
介
し
ま
す

会　

長　
　

大お
お

西に
し　

道み
ち

夫お

副
会
長　
　

森も
り

泉い
ず
み　

和か
ず

雄お

委　

員　
　

白し
ら

石い
し　

幸ゆ
き

男お

　
　
　
　
　

町ま
ち

田だ　
　

勝
ま
さ
る

　
　
　
　
　

大お
お

熊く
ま　

節せ
つ

男お

　
　
　
　
　

柳
や
な
ぎ

沢さ
わ

富ふ

美み

子こ

　
　
　
　
　

眞ま

壁か
べ　

善よ
し

之ゆ
き

　
　
　
　
　

峯み
ね

村む
ら　

修
し
ゅ
う

平へ
い

　
　
　
　
　

依よ

田だ　

修
し
ゅ
う

子こ

　
　
　
　
　

大お
お

居い

壽す

美み

子こ

●
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
　
人
権
同
和
教
育
係

　
☎
64

－

５
９
０
２

☆
鶏
む
ね
肉
の
塩
麹こ

う
じ

つ
け
焼
き �

●
材
料
（
６
人
分
）

　

鶏
む
ね
肉	.......

3
枚
（
7
5
0
g
）

　

塩
麹	....................

大
さ
じ
4
・
5

　

レ
タ
ス	..............................

適
量

　

ミ
ニ
ト
マ
ト	.......................

12
個

　

バ
ジ
ル	..............................

少
々

　

サ
ラ
ダ
油	...........................

少
々

●
作
り
方

①
鶏
肉
は
フ
ォ
ー
ク
で
穴
を
開
け
、

塩
麹
に
一
晩
漬
け
る
。

②
油
を
ひ
い
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
①
の

鶏
肉
を
入
れ
、
蓋ふ

た

を
し
て
中
に
火

が
通
る
ま
で
焼
く
。

③
焼
き
あ
が
っ
た
鶏
肉
を
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
切
っ
て
皿
に
盛
り
、

レ
タ
ス
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
添
え
る
。

さ
ら
に
、
お
好
み
で
バ
ジ
ル
を
添

え
て
も
良
い
。
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図
書
館
へ
行
こ
う

東
御
市
立
図
書
館　

☎
64

−

５
８
８
６

6
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク
ス

【
縁
・
つ
な
ぐ
・
結
ぶ
】

　

ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド
。６
月
の
花
嫁
は
幸

せ
に
な
る
そ
う
で
す
。

・
親
の
た
め
の
子
供
の
婚
活
応
援
ガ
イ
ド

・
し
ろ
い
う
さ
ぎ
と
く
ろ
い
う
さ
ぎ

ガ
ー
ス
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
：
ぶ
ん
・
え

福
音
館
書
店

中な
か

西に
し

　
清き
よ

美み

：
作 

ア
ル
マ
ッ
ト

館長の つぶやき
　図書館 3階南側の大きな窓から、
柔らかな芽吹きの八重原台地を見渡
したのはつい最近のこと。いつの間
にすっかりと緑におおわれ、やがて
梅雨から夏に季節は移っていきま
す。1階には個席閲覧室を 2室設け
ました。個席、つまり個室の閲覧席
です。調べ物学習など時間をかけて
じっくりと取り組みたいときにお勧
めです。社会人専用席で 4時間ま
で占用可能。高校生までの方はご遠
慮いただきます。図書館の利用者
カード（エコールカード）でカウン
ターに申し込んでください。
　ではまた次号で。

  

◆
新
着
本
案
内
◆

図
書
館	

Ｑ
＆
Ａ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
と
そ

の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。

　

図
書
館
で
コ
ピ
ー
は
と
れ
ま
す

か
？

　

図
書
館
は
、
利
用
者
が
「
調

査
研
究
」
を
目
的
と
す
る
場
合
に
、

著
作
権
法
第
31
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
著
作
物
」
に
限

り
、
そ
の
一
部
分
に
つ
い
て
、
1
人
に

つ
き
1
部
の
複
製
物
（
コ
ピ
ー
し
た
も

の
）
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
料
金
は
一
部
10
円
で
す
。

　

コ
ピ
ー
の
申
し
込
み
は
必
要
で

す
か
？

　

は
い
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
の
際
に
は
、
申
請
書
が
必
要

で
す
。　

な
ぜ
コ
ン
ビ
ニ
の
よ
う
に
自
由

に
コ
ピ
ー
で
き
な
い
の
？

　

図
書
館
の
中
で
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
範
囲
が
著
作
権

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

※
図
書
館
に
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
と
同
時
に
、
著
作

権
者
の
権
利
や
利
益
を
守
る
役
目
も
あ
り

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
一
般
書

・
人
体　

ミ
ク
ロ
の
大
冒
険　

…
…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
：
著

・
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

常
識　
　

…
…
…
川か

わ

合い　

佐さ

余よ

子こ

：
著

・
豆
の
上
で
眠
る…

…
…
湊み

な
と　

か
な
え
：
著

・
学
生
と
の
対
話…

…
…
小こ

ば
や
し林　

秀ひ
で

雄お

：
著

・
絵
本
と
で
あ
え
る
楽
し
い
散
歩

…
…
…
玄
光
社
：
編

◆
児
童
書

・
こ
ど
も
た
ち
へ　

ま
ど
さ
ん
か
ら
の
手
紙

…
…
…
ま
ど　

み
ち
お
：
作

・
ハ
ヤ
ト
、
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
だ
よ

…
…
…
井い

の

上う
え　

こ
み
ち
：
作

・
ノ
ン
キ
ー
と
ホ
ン
キ
ー
の
カ
レ
ー
や
さ
ん

…
…
…
村む

ら

上か
み　

し
い
こ
：
作

・
お
や
す
み
お
や
す
み

…
…
…
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ボ
ブ
リ
：
絵

・
ギ
ン
ジ
と
ユ
キ
の
１
３
４
０
日

…
…
…
渡わ

た

辺な
べ　

有ゆ
う

一い
ち

：
作

日 月 火 水 木 金 土
1 ❷ 3 4 5 6 7
8 ❾ 10 11 12 13 14
15 � 17 18 19 20 21
22 � 24 25 26 � 28
29 �

6月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

※開館時間	 平日／9:00〜18:30
	 土・日・祝日／9:00〜17:00

QQ AAA Q
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市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
25
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
す
る
東
御
市
食
育
推
進

計
画
（
第
1
次
）「
と
う
み
食
育
の
里
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
食
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
よ
り
、
今
日
で
は

〝
食
育
〟
と
い
う
言
葉
が
市
民
の
皆
さ
ま

に
十
分
に
浸
透
し
て
き
た
こ
と
が
実
感
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

定
着
し
て
き
た
〝
食
育
〟
を
、
今
後
健

康
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
る
「
実
践
」
が
必
要

で
す
。
市
で
は
「
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ

な
が
る
食
育
」
の
推
進
を
目
指
し
、
昨
年

度
東
御
市
食
育
推
進
計
画
（
第
2
次
）
を

策
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
向
こ
う
5

年
間
は
、
本
計
画
に
基
づ
き
食
育
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
守
る
こ
と

生
き
活
き 

長
生
き

　
　
　

健
康
と
う
み 

❸

こ
ん
に
ち
は
栄
養
士
で
す

堀
ほり

川
かわ

千
ち

尋
ひろ

 栄養士

東
御
市
食
育
推
進
計
画

（
第
２
次
）
を
策
定
し
ま
し
た

市
民
の
皆
さ
ま
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
食
育

●「
早
寝・早
起
き・朝
ご
は
ん
運
動
」

の
推
進

連載
シリーズ

が
、
規
則
正
し
い
食
習
慣
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
朝
ご
は
ん
食
べ
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
な
体
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
を
、
自
分
に
合
っ
た
量
だ
け
食

べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
、「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の

歯
を
20
本
以
上
保
ち
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

運
動
で
す
。
虫
歯
に
な
り
や
す
い
お
菓
子

や
ジ
ュ
ー
ス
は
控
え
目
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
族
が
共
に
食
事
を
す
る
こ
と
は
、
家

族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
だ
け

で
な
く
、
子
ど

も
に
と
っ
て
は
、

食
事
の
礼
儀
作

法
を
学
び
、
食

べ
物
の
好
き
嫌

い
を
克
服
し
て

い
く
機
会
に
も

な
り
ま
す
。

●「
食
の
見
直
し
運
動
」の
推
進

●「
共

き
ょ
う

食し
ょ
く」の
推
進

●「
８ハ

チ

０マ
ル

２ニ
イ

０マ
ル

運
動
」の
推
進

〈
事
例
〉

　
「
子
ど
も
の
学
力
診
断
テ
ス
ト
を
し
な

い
か
」
と
電
話
が
あ
り
、
無
料
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
気
軽
に
業
者
に
自
宅
へ
来

て
も
ら
っ
た
。
テ
ス
ト
の
結
果
、
非
常
に

学
力
が
低
い
と
指
摘
さ
れ
不
安
に
な
っ
た

と
こ
ろ
に
、
学
習
教
材
の
購
入
を
勧
め
ら

れ
た
。
3
学
年
分
の
教
材
セ
ッ
ト
で
50
万

円
と
高
額
だ
っ
た
が
、
子
ど
も
が
気
に

入
っ
た
う
え
に
、「
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
指

導
が
受
け
ら
れ
る
。
家
庭
教
師
を
頼
む
よ

り
安
い
」
と
言
わ
れ
そ
の
気
に
な
り
、
そ

の
場
で
契
約
し
て
後
日
一
括
で
支
払
っ
た
。

　

し
か
し
、
電
話
を
し
て
も
教
材
の
使
い

方
の
指
導
だ
け
で
学
習
指
導
は
受
け
ら
れ

ず
、
教
材
も
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
ば
か
り
で
不

審
感
を
抱
い
た
。
教
材
は
ほ
と
ん
ど
使
用

し
て
い
な
い
。

　

心
配
な
場
合
は
、
市
民
課
生
活
環
境
係
、

ま
た
は
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
民
課
生
活
環
境

係
で
は
、
火
～
金（
祝
日
除
く
）の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
専
門
の
消
費

生
活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◦
無
料
や
数
千
円
の
学
力
診
断
テ
ス
ト
の

後
に
、
高
額
な
学
習
教
材
の
契
約
を
勧

め
ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
依
然
と
し
て

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
事
例
の
ほ
か
に
も
、
夜
遅
く
ま
で
長
時

間
勧
誘
さ
れ
た
り
、「
テ
ス
ト
に
出
る

と
こ
ろ
が
分
か
る
」
な
ど
と
説
明
さ
れ

た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

◦
教
材
や
学
習
指
導
の
質
等
は
、
実
際
に

利
用
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
ず
、
契
約

の
際
に
説
明
の
真
偽
を
確
認
す
る
の
は

難
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
場
で
す
ぐ
契

約
せ
ず
、
冷
静
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

◦
契
約
す
る
場
合
は
、
一
度
に
多
量
、
多

額
の
教
材
を
購
入
せ
ず
、
最
小
単
位
で

学
年
ご
と
、
ま
た
は
必
要
な
科
目
だ
け

に
絞
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
契
約
書
を

よ
く
読
み
、
解
約
等
の
条
件
に
つ
い
て

も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

◦
市
民
課
　
生
活
環
境
係

　
☎
64

－

５
８
９
６

◦
消
費
生
活
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
９
０

－

５
５
８
０

－

１
７
０
２

　
※
火
～
金
（
祝
日
除
く
）
の
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

◦
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
27

－

８
５
１
７

回

答

高
額
な
学
習
教
材
の
契
約
に
ご
注
意
！

『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』
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刈
り
草
は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
に
な
り
ま

す
。
指
定
の
袋
に
入
れ
て
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
出
す
か
、
ま
た
は
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
堆
肥
と
し
て
土
に
戻
す
な
ど
、
環

境
に
配
慮
し
た
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
、
月
間
中
に
ご
み
の
「
３
Ｒ
」
に
つ
い

て
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
３
Ｒ
」と
は
、

次
の
3
つ
の
英
単
語
の
頭
文
字
を
と
っ
た

言
葉
で
す
。
身
の
ま
わ
り
で
、
３
Ｒ
が
実

践
で
き
そ
う
な
も
の
を
見
つ
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

わ
た
な
べ

し
ん  

や �

　

か
ら
だ
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
、
状

況
判
断
か
ら
運
動
実
行
ま
で
、
脳
の
広
い

領
域
を
使
う
こ
と
で
知
ら
れ
ま
す
が
、
最

近
で
は
運
動
が
知
的
能
力
に
も
良
い
効
果

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
学
術
会
議
は
、
こ
れ
ま
で
の
様
々

な
調
査
・
研
究
の
結
果
を
踏
ま
え
て
「
素

早
い
方
向
転
換
な
ど
の
敏
捷
な
身
の
こ
な

し
や
、
状
況
判
断
・
作
戦
な
ど
の
思
考
判

断
を
要
す
る
全
身
運
動
は
、
脳
の
運
動
制

御
機
能
や
知
的
機
能
の
発
達
促
進
に
有
効

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

遊
び
や
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
が
〝
認
知
的
機

能
の
発
達
促
進
〟
に
寄
与
す
る
可
能
性
が

高
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
が
全
国
の
小
中
学

生
を
対
象
に
実
施
し
た
学
力
テ
ス
ト
と
体

力
テ
ス
ト
の
結
果
に
お
い
て
も
、
両
者
に

深
い
関
係
性
が
み
ら
れ
、
よ
く
体
を
動
か

し
て
活
発
に
動
い
て
い
る
子
ど
も
（
体
力

レ
ベ
ル
の
高
い
子
ど
も
）
は
、
学
力
で
も

優
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

子
ど
も
の
元
気
な
育
ち
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い「
か
ら
だ
を

動
か
す
」こ
と
の
必
要
性
�

　

で
は
、
か
ら
だ
を
動
か
し
て
運
動
を
す

れ
ば
頭
が
よ
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
は
、
勉
強
す
れ
ば
運
動
が
得
意
に
な
り
、

体
力
が
つ
く
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
も

答
え
は
Nノ
ーO

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
勉
強
と

運
動
の
両
方
に
欠
か
せ
な
い
「
意
欲
」「
意

志
」「
努
力
」「
我
慢
」
と
い
っ
た
心
の
強

さ
は
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
元
気
よ
く
体
を

動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
で
育
ま
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
鬼
ご
っ
こ
や

お
手
玉
、
缶
け
り
、
竹
馬
、
お
し
く
ら
ま

ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
伝
承
遊
び
は
、
子
ど
も

の
心
と
か
ら
だ
を
育
む
に
は
非
常
に
優
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
外
で
遊
ぶ
機
会
が
乏
し
く
、

異
学
年
の
つ
な
が
り
が
希
薄
な
現
代
の
子

ど
も
た
ち
に
は
、
遊
び
の
情
報
屋
と
し
て

の
「
ガ
キ
大
将
」
が
い
な
い
た
め
、
こ
れ

ら
の
遊
び
が
十
分
に
伝
承
さ
れ
て
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
ぜ
ひ
、
ご
家
庭
で
は
お
父
さ

ん
や
お
母
さ
ん
が
ガ
キ
大
将
と
な
っ
て
、

幼
少
年
期
に
頻
繁
に
遊
ん
だ
伝
承
遊
び
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
親
子
や
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
深
ま
り
、
心
も
か
ら
だ
も
ほ
っ
こ
り
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

伝
承
遊
び
の
ス
ス
メ

① R
educe

　（
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
発
生
抑
制
）

② R
euse

　（
リ
ユ
ー
ス
＝
繰
り
返
し
使
う
）

③ R
ecycle

　（
リ
サ
イ
ク
ル
＝
再
生
利
用
）

(gomi)
No.115

なるほど
  The ごみ

クリーンリサイクル係
☎6 3 - 6 8 1 4

　

6
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
。
期
間
中

は
関
係
省
庁
や
地
方
公
共
団
体
等
に
よ
り
、

全
国
で
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
様
々
な
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
で
も
6
月
を
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
月
間
」
と
し
、
市
内
の
美
化
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
月
間
」
の
取

り
組
み
と
し
て
、
市
内
各
地
で
道
路
沿
い

や
河
川
等
の
雑
草
の
刈
り
払
い
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
雑
草
が
繁
茂
す
る
時
期

に
な
り
ま
す
が
、
雑
草
が
刈
り
取
ら
れ
て

す
っ
き
り
と
し
た
景
観
は
と
て
も
心
地
の

良
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
野
焼
き
が
原
則
禁
止
さ
れ
て
い

る
中
で
、
刈
り
草
の
処
分
に
つ
い
て
疑
問

を
お
持
ち
の
方
が
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

６
月
は「
ま
ち
を

き
れ
い
に
す
る
月
間
」で
す

月
間
中
に
出
た刈り

草
の
処
分
方
法

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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〈広告欄〉

まるごと生活百科
6 月の納税 

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

（納期限 6月30日）

◦市・県民税（普通徴収）（１期）
◦国民健康保険税（普通徴収）（１期）

●詳しくは東御消防署まで　☎62－ 0119
住宅用火災警報器を設置しましょう!!

平成26年 4月 平成25年 4月
最高気温 25.3℃（17日） 26.0℃（18日）
最低気温 − 2.5℃（12日） − 2.8℃（22日）
平均気温 10.2℃ 9.9℃
平均湿度 56.9％ 60.4％
降 水 量 19.5㎜ 65.0㎜

市内交通事故統計  4月分
平成26年 4月30日現在

当月分 累計※ 前年比
件数 20 件 58 件 ＋7 件
傷者 22 名 57 名 ＋ 2 名
死者 0 名 00 名 −1 名

こちら119（東御消防署）
＝ 4月の火災・救急件数＝

火災 3件 （10件） 救急 100件 （411件）

カッコ内は平成26年1月からの累計

※平成26年1月からの累計

●問い合わせ先
　税務課　住民税係　☎62－1111（代表）

税のワンポイントアドバイス

　「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施
する防災のための施策に必要な財源の確保に係る地方税
の臨時特例に関する法律」の施行により、平成26年度か
ら平成35年度までの10年間、個人市・県民税のそれぞれ
で、均等割額が500円加算されます。
　この増額分は、市民の皆さまが安心して暮らすことが
できるまちづくりを進めるため、防災拠点や防災設備の
整備などの防災・減災事業を実施するための財源に充て
られます。

【適用期間】
　平成26年度から平成35年度まで（10年間）

個人市・県民税の均等割額が
平成26年度から増額されます

税率

増額前
（H25年度まで）

増額後
（H26年度から）

市民税 均等割額 3,000円／年 3,500円／年

県民税 均等割額 1,500円／年 2,000円／年

計 4,500円／年 5,500円／年
※県民税の均等割額のうち500円は、「長野県森林づくり県民税」

として課税されています。

エフエムとうみ 78.5MHz

毎週木曜日
◦午後 4時〜午後 4時 55 分

市政・暮らしの情報を分かりやすくお伝えします

『市民情報広場』
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〈広告欄〉

付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

　

老
後
に
よ
り
多
く
の
年
金
を
受

け
た
い
と
考
え
て
い
る
方
の
た
め

に
、付
加
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料

（
平
成
26
年
度
は
１
万
５
２
５
０

円
）
に
、
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ

し
て
納
付
す
る
と
、
付
加
年
金
が

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
て

支
給
さ
れ
る
し
く
み
で
す
。

　

な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
申
し

出
の
月
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
の
額
は
１
カ
月

４
０
０
円
で
す
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

ま
た
は
任
意
加
入
被
保
険
者
の
方

で
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
を
受
け
て

い
る
方
や
国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
い
る
方
は
、
付
加
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
、農
業
者
年
金
の
加
入
者
は
、

必
ず
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

2
年
間
、
年
金
を
受
給
す
る
と

納
付
し
た
保
険
料
と
同
額
、
3
年

国
民
年
金
ア
ド
バ
イ
ス

●
問
い
合
わ
せ
先

　
小
諸
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
６
７

－

22

－

１
０
８
０

　
市
民
課
　
国
保
年
金
係

　
☎
62

－

１
１
１
１
（
代
表
）

（例）10年間（120カ月）付加保険料を納付し、65歳から年金を受給する場合

納める付加
保険料額

受け取れる
付加年金額

400円×120カ月＝48,000円

200円×120※

=24,000円
200円×120※

=24,000円
200円×120※

=24,000円

65歳 66歳 67歳 68歳

（※納付した月数）

目
以
降
は
納
付
し
た
金
額
よ
り
受

給
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌
月

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎

年
金
を
65
歳
よ
り
前
に
繰
上
げ
受

給
、
ま
た
は
66
歳
よ
り
後
に
繰
下

げ
受
給
す
る
場
合
に
は
、
付
加
年

金
額
も
老
齢
基
礎
年
金
の
減
額

率
・
増
額
率
に
応
じ
て
減
額
・
増

額
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「
付
加
保
険
料
」
と
は

納
付
す
る
付
加
保
険
料
の
額

付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
る
方

受
け
取
れ
る
付
加
年
金
額
は
？

　

ご
寄
附
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
26
年
4
月
に
寄
附
を
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。）

◦
株
式
会
社
ミ
マ
キ
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ　

様　

　
（
バ
ッ
ク
パ
ネ
ル　

7
枚
）

◦
匿
名
希
望　

様

　
（
太
刀　

1
振
）

◦
信
州
大
学
ハ
ナ
サ
カ
軍
手
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

様　

　
（
デ
ザ
イ
ン
軍
手
「
ち
び
軍

手
ィ
」
２
６
５
双
）

　

公
表
に
つ
い
て
は
、
同
意
を
い

た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す
。 ご

芳
志

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
契
約
財
産
係

　
☎
64

－

５
８
０
５

▲今年もちび軍手ィをいただきました
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ートピックスー　地域の話題

　₄月28日、田中保育園新園舎の建設工事安全祈願祭及び起工式を、田中駅南側
の建設予定地で行いました。木造平屋建ての新園舎は、市内産のカラマツ材を可
能な限り使い、病児相談室や一時保育室を備えるのが特徴です。工事は来年₃月
の完了を目指して進められ、同₄月から新園舎での保育を始める予定です。

　₄月29日、松本平広域公園陸上競技場を発着とする₈区間38.545km
を舞台に第24回長野県市町村対抗駅伝競走大会が開かれ、東御市チーム
が総合第₆位となり、昨年に続く₂度目の入賞を果たしました。
　東御市チームは序盤に出遅れましたが、尻上がりに順位を上げ、第₆
区で出

で

口
ぐち

武
たけ

志
し

さん（東深井、東北大）が区間賞の走りをみせて₆位に躍
り出ました。その後、この順位を維持したまま最終₈区のランナーがフィ
ニッシュし、昨年の成績（第₈位）を上回るチームの躍進に、ゴール地
点は選手と関係者の歓喜に包まれました。

　₄月29日、約250年の歴史をもつ祢津東町歌舞伎の定期公演が日吉神
社境内の東町歌舞伎舞台で開かれました。舞台改修工事の竣工記念と
して開かれた今公演には、桟敷席を埋め尽くす大勢の観客が訪れ、持
参した弁当を頬張りながら伝統の地芝居を楽しんでいました。
　披露された演目は、祢津小学校子ども歌舞伎クラブによる「白浪五
人男 = 浜松屋店先の場・稲瀬川勢揃いの場 =」と、東町歌舞伎保存
会による「鎌倉三代記 = 絹川村閑居の場 =」で、見せ場では大きな
拍手とともに観客席からたくさんのおひねりが投げ込まれました。

　みどりの日の₅月₄日、新張区横堰にある上ノ原山荘西側の森林で、
童謡や唱歌、コカリナの演奏などを楽しむ「第₉回森を守ろうコンサート」
が開催されました。
　このコンサートは、市内で自然体験や環境教育の推進に携わる「『四季
の森』里山を守る会」（森

もり

昌
まさ

子
こ

会長）が主催したもので、市内外から同会
の趣旨に賛同する参加者が集まりました。参加者は森の中に降り注ぐ穏
やかな春の日差しを浴びながら、芽吹きの時期を迎えた里山に響き渡る
美しい歌声や音色を楽しんでいました。

地域の伝統芸能
祢津東町歌舞伎公演開催

第24回県市町村対抗駅伝競走大会
東御市チーム　₂年連続の入賞

来年 4 月の開園を目指して
田中保育園　新園舎建設工事始まる

₅月₄日 みどりの日
芽吹きの森で手づくりのコンサート

▲₂年連続の入賞を喜ぶ選手と関係者

▲この日一番の見せ場におひねりが飛び交う

▲観客も一緒に歌詞を口ずさんで音楽を楽しむ

▲安全祈願祭のようす ▲完成予想図
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ートピックスー　地域の話題

　₅月18日、観音さまを道しるべに徒歩で湯の丸高原を目指す、
恒例の「百体観音ふれあいウォーク」（上小スポーツレクリエー
ション祭2014実行委員会主催）が開催され、市内外から集まっ
た約220名が新緑の中でのウォーキングを楽しみました。
　今回は、ソチパラリンピック・アルペンスキー立位に出場し
た山

やま

崎
ざき

福
ふく

太
た

郎
ろう

さん（上田市出身）も特別ゲストとして参加し、
一般参加者は山崎さんとの会話を楽しみながら、歩を進めてい
ました。

で
き
ご
と
短
信

5
・
18
▼ 

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
引

渡
式
（
常
田
部
・
大
石
部
・

海
善
寺
部
）

4
・
24
▼ 

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
０
０

日
達
成
表
彰
（
達
成
は
3
月

14
日
）

5
・
10
▼ 

東
御
市
発
足
10
周
年
記
念

事
業
第
11
回
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　名力士雷電が晩年を過ごした千葉県佐倉市に活動拠点を置
く和太鼓音楽集団、「佐倉太鼓衆」（つづね響

きょう

代表）が₅月₅
日に東御市を訪れ、道の駅雷電くるみの里で和太鼓の演奏を
行いました。
　佐倉太鼓衆は、従来の太鼓の枠にとらわれない、自由な発
想から生まれるエンターテイメント性の高い和太鼓演奏で知
られ、過去にも同道の駅の式典で演奏を行っています。この
日は、雷電を題材にしたオリジナル曲「天下無双」を含む₇
曲が披露され、篠笛と和太鼓の絶妙なアンサンブルが観衆を
魅了していました。

　市内のNPO法人「普通の暮らし研究所」（岩
いわ

井
い

孝
たか

司
し

理事長）が、旧
御牧原保育園（平成22年₃月閉園）を市から借り受けて整備を進めて
いた福祉と地域交流の複合施設「台地の駅 御牧原 岩井屋」が完成し、
₅月21日に竣工・開所式が行われました。
　同施設は、介護保険の通所介護や発達障がいのある子どもを受け入
れる児童デイサービス、障がい者の就労継続支援を行うほか、就労支
援の一環で焙煎したコーヒーを提供する喫茶やコミュニティスペース
も備え、地域住民の新たな交流拠点として期待されています。
　式典では、関係者がくす玉を割って待望の施設の船出を祝いました。

観音さまを道しるべに湯道を歩く
百体観音ふれあいウォーク開催

名力士雷電が縁で深まる交流
千葉県佐倉市の和太鼓音楽集団が市内で演奏

旧御牧原保育園
福祉と地域交流の拠点に生まれ変わる

▲くす玉を割って開所を祝う

▲特別ゲストの山崎さん（写真前列左から4人目）と一番観音到達を喜ぶ

▲軽快なリズムで大勢の観衆を魅了
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します！ 私たちの活動紹介
市 報

人の動き
（ 5月１日現在）

世帯数
11,705世帯（−7）

総人口
30,977人（−20）

男 15,294人（−16）
女 15,683人（− 4）

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

転入 79人
転出 79人
出生 16人
死亡 36人

※カッコは前月対比

●	

発
行
／
長
野
県
東
御
市

	

〒
３
８
９
―
０
５
９
２　

長
野
県
東
御
市
県
２
８
１
―２

●	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６
８（
64
）５
８
０
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
８（
63
）５
４
３
１

●	E
-m
ail	shiho-tom

i@
city.tom

i.nagano.jp

●	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.tom

i.nagano.jp/

●	

編
集
／
東
御
市
総
務
部
企
画
財
政
課		

●
印
刷
／
㈱
ア
オ
ヤ
ギ
印
刷

平成26年
6月2日発行

　今回は、ほたる舞う美しい環境を目指して西川の
美化活動などに取り組む市民活動団体の紹介です。

●本文中の問い合わせにつきましては、特別な記載がない限り平日の開庁時間（午前 8 時30分〜午後 5 時15分）と
させていただきます。

＠とうみあっと

QRコード

配信情報
市内火災情報、災害情報、
不審者情報など

tomi_jh@eml.city.tomi.nagano.jp

　登録をご希望の方
は、下記のメールアド
レスへ空メールを！

　当委員会（現在31名で活動）の前身となる大川区活性
化委員会は、平成12年に大川区が旧東部町の生涯学習モ
デル区に指定されたことが契機となって設立され、当時の
委員の“心の豊かさを取り戻したい”“ほたるの名所をつ
くって、子どもたちに夢を与えたい”との思いから「ほた
るの里づくり」をスタートさせました。以後、区内を流れ
る西川の清掃活動や案内看板の設置のほか、餌となるカワ
ニナの繁殖などの活動を続け、平成17年に現在の組織名
に改称して今日に至ります。10年以上にわたる地道な活
動の甲斐あって、年による差はありますが、近年では1,000
匹程度のほたるの発生が確認できるようになりました。

設立の経緯と主な活動

　平成14年からほたるが舞う時期に合わせて「大川ほたる
祭り」を開催しています。大勢の親子連れが参加するこの祭
りでは、委員が分かりやすくほたるの生態を解説し、子ども
たちから好評を得ています。今では、貴重な世代間交流の場
として区民に定着しています。
　また、近年では評判を聞きつけて市外からほたる観賞に訪
れる方も増え、地域間交流の場にもなりつつあります。

期　　間／ 6月28日（土）～ 7月5日（土）
イベント／日時　6月28日（土）午後7時30分～
　　　　　会場　大川区民広場（和郵便局近く）
　　　　　　　　※雨天の場合は和コミュニティーセンター
　　　　　内容　ほたるの観賞、生態の解説など

ほたるを通じて世代間・地域間交流を

第13回　大川ほたる祭り

編

集

後

記

▼
２
０
１
６
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委員長

出
いで

澤
ざわ

　保
やす

則
のり

さん（大川）

No.3

　市では、市内で地域づくり活動を行う団
体を市公式ホームページで紹介しています。
登録をご希望の団体は、ホームページをご
覧ください。

市民活動団体登録制度のご案内

東御市　市民活動団体 検索

大川ほたるの里委員会


